
Ｃ型肝炎市民公開講座 神戸で開催

基調講演
Ｃ型肝炎最新治療について～

インターフェロンを使う治療 使わない治療

■ 肝炎に関するＱ＆Ａ ■

講演３ 肝炎ウイルス検査のこと 医療費助成のこと ご説明します！

講演２ Ｃ型肝炎から病気が進んでしまったら？

講演１ Ｃ型肝炎とはどんな病気？

兵
庫
医
科
大
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Ｃ
型
肝
炎
は
放
置
す
る
と
肝

硬
変
、肝
が
ん
に
な
り
や
す
い
。

ま
た
、
肝
機
能
値
が
正
常
で
も

肝
が
ん
に
な
り
や
す
い
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
は
ウ
イ
ル

ス
を
消
失
さ
せ
る
抗
ウ
イ
ル
ス

療
法
が
重
要
だ
。
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
る
治
療
法
と
し
て
、
長

年
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
」
を

注
射
す
る
治
療
法
が
使
わ
れ
て

き
た
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は

免
疫
な
ど
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス

を
殺
す
の
に
対
し
、
近
年
新
た

に
出
て
き
た
「
Ｄ
Ａ
Ａ
」
（
直

接
作
用
型
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
）
と

呼
ば
れ
る
薬
は
、
ウ
イ
ル
ス
を

直
接
阻
害
す
る
機
能
を
持
つ
。

２
０
１
１
年
９
月
に
Ｄ
Ａ
Ａ

の
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
と
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
、
リ
バ
ビ
リ
ン
の
３

剤
併
用
療
法
が
認
め
ら
れ
た
。

後
者
２
剤
併
用
と
比
べ
て
著
効

率
は
高
い
が
副
作
用
も
強
く
、

肝
硬
変
の
患
者
に
は
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
。

年
９
月
に

は
、
新
た
な
３
剤
併
用
療
法
と

し
て
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
の
代
わ
り

に
シ
メ
プ
レ
ビ
ル
を
使
う
治
療

法
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
９

割
の
患
者
で
ウ
イ
ル
ス
が
消
え

る
。
だ
が
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
な
ど
の
副
作
用
が
つ

ら
い
こ
と
が
問
題
に
な
り
、
高

齢
者
や
合
併
症
の
あ
る
方
な
ど

で
は
治
療
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。そ

こ
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
を
使
わ
な
い
治
療
も
出
て
き

て
い
る
。
そ
れ
が
新
し
い
２
種

類
の
飲
み
薬
の
併
用
療
法
だ
。

対
象
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を

含
む
治
療
が
①
効
か
な
か
っ
た

か
、
②
副
作
用
な
ど
で
断
念
し

た
方
、
③
高
齢
や
持
病
な
ど
で

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
投
与
で

き
な
い
方
。Ｃ
型
慢
性
肝
炎
と
、

ま
だ
症
状
の
出
て
い
な
い
早
期

の
Ｃ
型
肝
硬
変
も
投
与
の
対
象

だ
。
た
だ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
が
上
が

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
２
週
間

ご
と
の
検
査
が
必
要
だ
。

％

の
人
は
薬
剤
耐
性
が
あ
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
か
ら

投
与
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

る
。学

会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ

リ
ー
の
治
療
を
ど
う
使
い
分
け

る
か
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
フ
リ
ー
の
治
療
に
は
耐
性

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
新
た
な
問
題

が
あ
る
た
め
、
専
門
医
で
の
受

診
が
必
要
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
に
肝
疾
患
の
専
門
病
院
が
あ

る
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
と
も

相
談
し
な
が
ら
適
切
な
治
療
を

選
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

自
分
に
合
っ
た
治
療
法
を

感
染
経
路
は
血
液
・
体
液

Ｑ インターフェロンを使用しな

い経口２剤による治療法について教

えてほしい。過去にインターフェロ

ンで治療したことがない人は対象外

か。高齢者でも可能か。（ 代、

代）

西口 高齢や持病などでインター

フェロンを含む治療ができない方

は、過去にインターフェロン治療を

していなくても、経口２剤による治

療の対象になる。この治療は体への

負担が少ないので、高齢者でも治療

可能なことが多いと考えている。

Ｑ Ｃ型肝炎ウイルスのキャリア

で、定期的に血液検査と腹部エコー

を行っているが、他に気をつけるこ

とがあれば教えてほしい。（ 代、

代）

足立 キャリアといわれ、表向き

正常でも積極的にウイルスを排除す

る治療をすべきだ。その上で、専門

病院や協力病院、かかりつけ医の連

携の下、定期的に検査を行うことが

勧められる。血小板が減る、ＡＳＴ

値が上がるなどの肝臓の状態はかか

りつけ医がフォローするが、肝硬変

や肝がんの早期診断・治療などは専

門医と連携する。

Ｑ Ｃ型肝炎の感染経路について

教えてほしい。もし、同居の家族が

Ｃ型肝炎の場合、日常生活でどのよ

うな点に注意すればよいか。感染予

防について教えてほしい。また、血

液に触れた際の対処法があれば教え

てほしい。（ 代）

瀬尾 日常生活では家族が肝炎で

あっても特別な制限は必要ない。食

事、入浴に関しても。ただし、血液、

体液で感染する病気なので、血液が

ついたものは患者本人が始末する、

もし血液や体液が手についた場合は

水道水で洗い流し、歯ブラシやかみ

そりの共用をしない、乳幼児に口移

しでご飯をあげない、などを注意し

ていれば、生活で制限する必要はな

い。

兵庫県健康福祉部参事
兼健康局疾病対策課長

味木 和喜子氏

支援充実医療費軽減も
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兵
庫
県
の
肝
が
ん
死
亡

率
は
２
０
０
１
年
、
全
国

で
６
番
目
に
高
か
っ
た

が
、
そ
の
後
対
策
を
進
め

て
き
た
こ
と
で

年
は

番
目
に
下
が
っ
た
。
全
国

平
均
よ
り
低
く
し
た
い
、

と
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ウ

イ
ル
ス
検
査
は
市
町

や
職
場
の
検
診
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
保
健
所

や
医
療
機
関
で
無
料
で
受

け
ら
れ
る
。
ウ
イ
ル
ス
検

査
が
陽
性
だ
っ
た
場
合
、

必
ず
医
療
機
関
を
受
診

し
、
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
が
必
要
だ
。
た
だ
難

し
い
病
気
な
の
で
、
県
で

は
感
染
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
人
、
治
療
や
経

過
観
察
を
受
け
て
い
る
人

に
、
自
身
の
状
態
を
正
し

く
理
解
し
、
詳
し
い
検
査

や
適
切
な
医
療
に
接
す
る

た
め
に
役
立
て
て
も
ら
う

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」

を
つ
く
っ
て
い
る
。

相
談
は
各
市
町
の
担
当

課
、
県
の
健
康
福
祉
事
務

所
、
兵
庫
医
大
が
窓
口
に

な
っ
て
い
る
肝
疾
患
相
談

セ
ン
タ
ー
、
患
者
会
で
あ

る
肝
炎
友
の
会
兵
庫
支
部

で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
専
門
医
と
か
か
り
つ

け
医
の
２
人
主
治
医
体
制

で
検
査
、
診
断
、
治
療
を

切
れ
目
な
く
行
う
。

肝
炎
治
療
に
は
医
療
費

助
成
が
あ
る
。
Ｃ
、
Ｂ
型

の
患
者
で
国
が
定
め
る
基

準
を
満
た
す
人
は
、
月
々

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

軽
減
す
る
。
現
在
ま
で
延

べ
１
万
８
３
２
６
人
が
助

成
を
受
け
て
い
る
。
兵
庫

県
に
は
、
肝
炎
に
感
染
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
ま
だ
多
い
と
推
測
さ

れ
る
の
で
、
一
生
に
一
度

は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
、
陽
性
な
ら
放
置
せ

ず
に
早
め
に
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

肝硬変 肝がんに進行も

神戸市立医療センター
中央市民病院
消化器内科医長

鄭 浩柄氏
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Ｃ
型
肝
炎
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
な
っ
て
肝

臓
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
。

正
常
な
肝
臓
は
表
面
が
ツ

ル
ツ
ル
だ
が
、
慢
性
肝
炎

の
進
行
と
と
も
に
徐
々
に

で
こ
ぼ
こ
に
な
り
、
肝
硬

変
に
な
る
と
強
い
凹
凸
が

出
て
く
る
。
肝
炎
の
進
行

度
合
い
は
、
血
小
板
の
数

の
減
り
方
で
目
安
が
つ

き
、
肝
機
能
の
状
態
を
示

す
Ａ
Ｓ
Ｔ
値
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
値

よ
り
高
い
と
肝
硬
変
の
可

能
性
が
高
い
。

肝
硬
変
に
な
る
と
疲
れ

や
す
く
な
り
、
食
道
静
脈

瘤
り
ゅ
う

が
で
き
て
出
血
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
。
肝
硬

変
で
は
年
に
８
％
が
肝
が

ん
を
発
症
す
る
。
高
齢
、

男
性
、
多
量
の
飲
酒
、
Ａ

Ｓ
Ｔ
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
高
い
値

が
出
て
い
る
人
、
肥
満
、

糖
尿
病
の
人
は
よ
り
肝
が

ん
に
な
り
や
す
い
。

肝
が
ん
の
診
断
方
法
に

は
、
画
像
診
断
と
血
液
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
が

ん
の
状
態
と
患
者
の
肝
臓

の
状
態
な
ど
を
考
え
、
治

療
方
針
を
決
め
る
。
腫
瘍

の
大
き
さ
が
２
㌢
ほ
ど
の

早
い
段
階
で
見
つ
け
て
手

術
し
た
と
し
て
も
、
全
国

集
計
で
は
５
年
で

％
、

年
で

％
の
生
存
率

で
、
他
の
が
ん
と
比
べ
て

低
い
。
肝
が
ん
は
再
発
し

や
す
い
か
ら
だ
。
特
に
大

き
な
が
ん
、多
発
の
が
ん
、

悪
性
度
の
高
い
が
ん
、
原

因
が
Ｃ
型
肝
炎
の
場
合
も

再
発
を
起
こ
し
や
す
い
。

Ｃ
型
肝
炎
由
来
の
場

合
、
抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
で

再
発
、
進
行
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
だ
。
Ｃ
型
肝
炎

の
患
者
数
は
徐
々
に
減
っ

て
い
る
が
、
現
在
年
間
３

万
人
ほ
ど
の
患
者
が
肝
が

ん
で
命
を
落
と
し
て
お

り
、
そ
の
多
く
は
Ｃ
型
肝

炎
が
原
因
だ
。
正
し
く
診

断
し
て
正
し
く
治
療
し
て

ほ
し
い
。

せおクリニック
内科・眼科院長

瀬尾 靖氏

自覚症状なく検査必要
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
型

か
ら
Ｅ
型
ま
で
５
種
類
あ

る
。
中
で
も
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
は
肝
が
ん
の
原
因

の
約
７
割
を
占
め
る
。
高

齢
者
ほ
ど
ウ
イ
ル
ス
を
持

っ
て
い
る
人
は
多
い
。
地

区
ご
と
の
感
染
者
率
を
見

る
と
、
九
州
を
は
じ
め
と

す
る
西
日
本
で
多
く
、
肝

が
ん
の
死
亡
率
の
高
さ
と

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

感
染
経
路
は
、
１
９
９

２
年
以
前
の
輸
血
、

年

以
前
の
血
液
凝
固
製
剤
の

投
与
、

年
以
前
の
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投
与

な
ど
、
過
去
に
は
医
療
行

為
に
よ
る
感
染
が
多
か
っ

た
。
現
在
で
は
、
薬
物
常

習
者
の
注
射
針
の
共
用
、

入
れ
墨
、
ピ
ア
ス
の
穴
あ

け
な
ど
が
多
い
。

Ｃ
型
肝
炎
は
自
覚
症
状

は
な
く
「
だ
る
い

疲
れ

や
す
い

食
欲
が
わ
か
な

い
」
と
い
っ
た
症
状
が
多

い
。慢
性
肝
炎
、肝
硬
変
、

肝
が
ん
に
進
ん
だ
場
合
で

も
そ
う
だ
。
慢
性
肝
炎
の

進
行
度
は
、
肝
生
検
で
分

か
る
肝
組
織
の
線
維
化
を

見
る
ほ
か
、
血
小
板
数
が

目
安
に
な
る
。
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と

％
は
自

然
治
癒
す
る
が
、
残
り
は

慢
性
化
す
る
。
軽
度
で

万
個
ほ
ど
あ
る
血
小
板
数

は
、
肝
硬
変
に
な
る
と

万
個
に
ま
で
減
る
。
線
維

化
が
進
む
と
肝
が
ん
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。

自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、
発
見
の
契
機
は
健
康

診
断
と
献
血
、
人
間
ド
ッ

ク
の
三
つ
で
約
７
割
を
占

め
る
。
ウ
イ
ル
ス
抗
体
が

陽
性
と
分
か
っ
た
場
合
、

さ
ら
に
検
査
を
し
て
治
療

の
時
期
と
方
法
を
考
え

る
。
先
に
挙
げ
た
感
染
経

路
に
当
て
は
ま
る
人
の
ほ

か
、

歳
以
上
で
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
受
け
て
ほ
し
い
。

完
治
期
待
で
き
る
時
代

■開会あいさつ■

兵庫県医師会副会長

足立 光平氏
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エボラ出血熱のニュースが連日のように報道

されている。グローバル化する世界で、局地的

といわれた感染症があっという間に広がり、そ

の対応に振り回される時代になった。だが、日

本で持続する最大の感染症はなんといってもウ

イルス性肝炎で、中でも問題となるのがＢ、Ｃ

型肝炎だ。そこから肝硬変、肝がんに進展する

のをいかに防いでいくかが大きなテーマとなっ

ている。

そのためには一日でも早く感染を見つけ、抗

ウイルス治療をしっかりしなければならない。

肝炎の治療の進歩は著しく、特にＣ型肝炎につ

いては新たな薬が登場し、完治も期待できる時

代になってきた。

兵庫県内では、肝疾患診療連携拠点病院に兵

庫医大が指定され、連携する各地区の専門医療

機関と協力医療機関もそれにふさわしい基準で

設けられており、普段はかかりつけ医に診ても

らいながら、切れ目なく治療できる体制を組ん

でいる。県の医療費助成もあるし、治療の継続

をかかりつけ医が担えるように、医師会も研修

会を支援している。

きょうの講座で最新の動向と制度への理解が

広がり、より多くの人が救われることを願って

いる。

肝炎は肝臓の細胞が傷められる病気だが、自覚症状がないために肝硬変、肝がん

といった重篤な病気に進行してしまうこともある。中でもＣ型肝炎は肝がんの原因

の ％を占める。現在は治療薬の進歩で治癒できる病気へと近づきつつあるため、

ウイルスに感染しているかどうかを検査でいち早く知り、適切な治療を行うことが

求められる。市民公開講座「進歩しつづけるＣ型肝炎治療。放置しないで早めに受

診、肝がん予防へ」がこのほど、神戸新聞松方ホール（神戸市中央区）で開かれ、

最新のＣ型肝炎治療について専門医らが解説した。
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